令和９年度大阪府障がい者特別委託訓練事業にかかる
大阪府公募型プロポーザル方式等事業者選定委員会　議事要旨


１　日　　時　　令和８年６月２３日（火）１３時３０分から１３時５０分まで
　　
２　開催方法　　オンライン開催

３　選定委員会委員　
　　　黒田　隆之（学校法人桃山学院大学）
船越　隆之（大阪府中小企業家同友会）
奥井　康代（大阪府社会保険労務士会）　

４　審査方法
令和９年度大阪府障がい者特別委託訓練事業に係る企画提案公募要領に定める審査基準に基づき、３名の選定委員会委員が書類審査を行い、公募要領の６の（２）審査基準の配点に基づき採点・評価した。

５　議事概要
　　　令和９年度に実施する障がい者特別委託訓練（５科目）の委託先候補を選定するため、企画提案公募を実施し、応募のあった事業者の企画提案について、その内容を委員会で評議した。
その結果、企画提案のあった２事業者については、公募要領に規定する訓練内容等に即し十分な事業効果が期待されるため、委託先候補として適正であった。　　　　

　
６　選定委員発言等要旨
訓練・カリキュラム内容、訓練中及び訓練修了後の就職支援内容の評価、採点に
あたっての考え方等について意見があった。

○各事業者とも、実績もあり、目標や講座の有効性も明確で、質の高い訓練が提案されている。実習先も豊富で就職支援計画についても充実している。
○魅力的な訓練カリキュラムとなっているが、一方で、内容が多岐に渡っており、どこをめざすのか、少し分かりにくいように感じた。
○テキストの量・種類が非常に多く、１年間の訓練期間ですべて消化できるのか。
○就職率が下がっているところについては、改善に向けての具体的な方法を示してほしかった。
